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職員さんとご⼀緒に実践

最新空き状況毎週更新中→ http://yukikaze55.co.jp/news

訪問⾞両後部床⾯

圧迫感は我慢我慢 空気はクリーンになります

ステーション内における看護職とリハビリ職の連携について多職種連携を考える 2回

看護師8名とリハビリ専⾨三職3名のチームケア
2018年の介護報酬改定において「訪問看護でリハビリのみを利⽤している⽅に対しも、看護職員が
定期的に訪問して利⽤者さんの状態の適切な評価をすること」が⽰されました。このことが改定に
て⽰された背景には、

・看護職とリハビリ職の連携強化によって、訪問看護の質を向上させる
・訪問看護におけるリハビリの位置づけを再確認し、連携強化につなげる

などが考えられます。全国訪問看護事業協会が2018版「訪問看護事業所における看護職員と理学療
法⼠等のより良い連携のための⼿引き*1」によれば、利⽤者への効果として

などが挙げられています。更にサービスの質への効果としては下記が主に挙げられています。

「看護職員と理学療法⼠等が共通認識のもと統⼀したサービスが提供ができる」
「利⽤者や家族のニーズに沿った⽬標設定ができる」

「利⽤者の⼼⾝機能に 合わせた段階的なリハビリテーションの提供ができる」

当ステーションの場合、特にパーキ ンソン病・進⾏性核上性⿇痺・⼤脳⽪質基底核変性症・脊髄⼩
脳変性症等の神経難病の利⽤者さんに対して、看護職とリハ職と緊密にが連携して⽀援させていた
だくケースが多いです。

今回のニュースレターでは所⻑の林の連載の他、リハ職の岡本ががどのようにパーキンソンの利⽤
者さんのADL向上に取り組んだを報告させていただいています。

ADL
維持改善

⽣活習
慣維持

QOL維持
改善

*1 訪問看護事業所における看護職員と理学療法⼠
等のより良い連携のあり⽅に関する調査報告書
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仕事をしていて嬉しい事︓
利⽤者様や御家族と楽しくコミュニケーションが取れる事、
私が訪問するのを待っていてくれる事、会うと元気が出ると
⾔っていただける事

余暇の過ごし⽅︓
家族で「美味しいもの巡り」をする事が多いです。特にパン、ス
イーツのお店が多く、コーヒーも好きなので、気に⼊った⾖で挽い
たコーヒーと⼀緒に家族で楽しんでいます。

地元神⼾のオススメ観光スポット︓
・若林東町のコーヒー専⾨店「杣」コーヒーが美味しく、季節のパ
フェもフルーツメインなので⽢さ控えめでおすすめです。

・明和町のお菓⼦処「まん⽉」花⾒団⼦が絶妙な柔らかさで美味し
いです。

プチ職員紹介 看護師 井上

「 世話 」

プチ職員紹介 理学療法⼠ ⽵之内

数字で知るはるかぜ
令和2年8⽉データ

ステーション１番の元気印、声量１番の理学療法⼠の⽵之内さん。抜群のコミュニケーション
能⼒を発揮して、毎⽇利⽤者さん宅に元気を運んでくれています。⾷いしん坊（訂正︓グル
メ）な彼⼥がファミリーと⾜繁く通うお店はコーヒー館と和菓⼦屋さんでした。

41 68
「訪問看護指⽰書」をR2年8⽉に発⾏して下さった連携先の医療機関とドクターの数です。

看護の質を維持しつつも、増え続ける医療依存の⾼い利⽤者さんの受け⼊れを進めるには、
急性期から回復期まで幅広い専⾨分野の医療機関や、地域の在宅医療を推進される在宅診療
所や古くからのかかりつけ医の先⽣⽅との連携が⽋かせません。

ちょっとした状態変化や、利⽤者さんやご家族からの相談から緊急時の対応の相談まで。今
後もきめ細やかな連携を⼼がけてまいります。

連携医療機関 連携医師数
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「カンファだよ︕全員集合 ☺︕︕」

嚥下⾳を真剣に聴きとる村上Nsと佐藤ST

姿勢反射障害やすくみ⾜などによる転倒には要注意です。転 倒して⾻折し、それをきっかけに
寝たきりになるケースも多いです。受け⾝の姿勢がとれないため、頭や顔、腰などを直接 打っ
て⾻折するなど、重症化しやすい傾向があります。

以上の事から、パーキンソン病の⽅は運動不⾜になりやすく、体を動かさないために余計に⾝
体機能の低下が⽣じやすくなります。⾝体の機能を維持回復させるために、毎⽇の⽣活にリハ
ビリテーションを取り⼊れることが重要になります。

はるかぜ豊⽥では筋⼒維持のための運動、柔軟性維持の運動、姿勢や歩⾏の改善、疲れにくい
⾝体を作るための運動を⾏います。リハビリは毎⽇⾏えれば良いのですが、週１回の訪問でも
毎⽇取り組めるリハビリメニューも提案させて頂きます。

次回︓パーキンソン病について知ろう!! Part５ 〜機能障害の特異性について〜
所⻑ 林

（最終ページより続き 2/2）

①すくみ足
最初の一歩が踏み出せない

②小刻み歩行
歩幅や両脚の感覚が狭くなる

③突進現象
歩き出すと早足になる

「こんな⾵に実践しています」
①最初の⼀歩が出にくい⽅へ「動き出しがスムーズになる⼯夫」を提案し、在宅でより活発に過ごしても
らうためのお⼿伝いをさせていただきます。
【事例1】
これまで歩きにくさを感じていた⽅に、療法⼠が姿勢を調整した上で「この線をまたいでください」と床
にある⽬印のテープをまたぐことをお願いしたところすーっと⾜が出て、本⼈より「動き⽅のコツがわ
かってリハビリに⾃信がついた」との声をいただきました。その後、リハビリ中の連続歩⾏距離が1.5倍
から、2倍に徐々に伸びていきました。

②⼩刻みでしか歩けない⽅へ 歩くときにやや⼤股で歩いたり、⾜で地⾯を感じやすくする⼯夫を提案す
ることで、症状の進⾏を少しでも遅らせることを⽬指していきます。
【事例2】
歩く際に⼩刻みになり、転んでしまう恐怖⼼により数メートルしか歩けない⽅に、療法⼠の介⼊により
体の軸を整えて「地⾯を感じてもらう」ことを意識してもらいました。そして療法⼠が体を⽀えながら
⼤股で歩いてもらう練習を繰り返し⾏うことで、これまで以上に脚が動きやすくなり、歩くときの恐怖
⼼と疲労感の軽減を感じていただけました。

③前のめり姿勢になってしまう⽅へ 簡単で効果も得られやすい体幹筋トレーニングや体操を提案させてい
ただくことで、⾃宅で転ばずに安⼼して過ごせるお⼿伝いをさせていただきます。
【事例3】
⾃宅で常に前のめり姿勢で腰痛もあり、転倒を繰り返していた⽅に、股関節の前後のインナーマッスルを強
めていく体操を提案しました。その後、疲れにくい姿勢のコツを掴まれたようで、「調⼦の良い時にベッド
から離れて家庭菜園などの趣味を楽しむことができた」との声をいただきました。

作業療法士岡本
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「カンファだよ︕全員集合 ☺︕︕」

嚥下⾳を真剣に聴きとる村上Nsと佐藤ST

パーキンソン病や
ALSなどの指定訪難
病の訪問看護は介護
保険の認定を受けて
いても医療保険扱い
となります。

パーキンソン病について知ろう（連載第4回）

「運動症状」
筋固縮・動作緩慢・姿勢反射障害

指定難病の⽅への訪問看護のご案内
介護認定を受けら
れていても、⾃⼰
負担上限のある医
療保険優先とな
り、回数や費⽤に
おいて様々な優遇
があります。詳し
くはステーション
迄お尋ね下さい。

＊受給者証をお持ちの⽅が対象 ＊⾃⼰負担上限額管理票

今回はパーキンソン病の運動症状である筋固縮・動作緩慢・姿勢反射障害についてお伝えします。

⽐較的初期から現れる症状で、腕や⾜などの筋⾁が強張って固くなり、⼒
を抜けず、スムーズに動かすことが難しくなる症状で、⽇常⽣活で最も⽀
障が⼤きいと⾔われています。

特徴としては曲げようとする筋⾁の⽅に固縮が強く出るので、前屈気味の
姿勢をとるようになります。 ⼿や⾜、体幹の筋⾁が強張り姿勢の異常が
起こると・・ もちろん歩⾏にも影響を及ぼしますが、呼吸をするのに⼤
事な胸郭の動きも弱くなり、浅い呼吸になったり、呼吸を補助する筋⾁の
動きが弱くなる事で、声が⼩さくなったりもします。

◾筋固縮

◾動作緩慢（無動）
⽐⽂字どおり、⾝体を動かそうとしても、ひとつの動作を始めるまでに時間がかかり、動きも⼩
さくなります。その為、動作そのものも少なくなり、常に椅⼦にじっと座っ ていることが増
え、動かなくなることで、さらに筋⼒が低下し、⽇常⽣活に⽀障をきたすようになります。
それ他にも・・
★眼の筋⾁→⾏が追えなくなり本や新聞を読むことが難しくなる
★⼝や喉の筋⾁→話しにくさやむせるようになる
★表情筋→無表情になる
など、もちろん個⼈差はありますが、様々な症状が出てきます。

◾姿勢反射障害
姿勢反射障害とは、⾝体のバランスがとりにくくなる症状で、転倒しやすくなります。急な 外
⼒に対して姿勢を⽴て直すことができなくなるので、⽇常⽣活では、急に後ろから声をかたり、
急な⽅向転換を避けることで転倒防⽌に繋がります。

前回お話しした振戦、今回の筋固縮・動作緩慢・姿勢反射障害がパーキンソン病の４⼤主徴とな
りますが、その他の運動障害として歩⾏障害があり、その歩⾏には3つの特徴があります。

（以下前ページに続く 1/2）


